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組
合
主
催
研
修
事
業

と
し
て
、
去
る
６
月

17
日
㈮
、
18
日
㈯
の
両

日
、
平
野
理
事
長
は
じ

め
各
役
員
、
支
部
長
及

び
青
年
部
員
等
23
人
が

福
島
県
南
相
馬
市
に
あ

る
原
町
火
力
発
電
所
、

太
陽
光
発
電
所
を
視
察

し
た
。

　
本
視
察
研
修
に
は
、

業
務
多
忙
に
も
か
か
わ

ら
ず
昨
年
に
続
き
、
東 原

町
火
力
発
電
所
・
太
陽
光
発
電
所

震
災
後
の
復
旧
施
設
を
見
学

平
野
理
事
長
ら
23
人
が
参
加

北
電
力
㈱
岩
手
支
店
真

壁
営
業
部
長
様
に
ご
同

行
い
た
だ
い
た
。
車
中

で
は
、
原
町
火
力
発
電

所
の
ビ
デ
オ
視
聴
に
よ

る
事
前
学
習
に
よ
り
当

該
発
電
所
施
設
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
視
察
研

修
に
臨
ん
だ
。

　

原
町
火
力
発
電
所

は
、
一
号
機
、
二
号
機

と
も
出
力
が
１
０
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
石
炭
を

燃
料
と
す
る
火
力
発
電

所
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で

は
、
高
さ
18
メ
ー
ト
ル

の
巨
大
津
波
に
よ
り
事

務
所
建
物
の
３
階
天
井

付
近
ま
で
浸
水
し
、
タ

ー
ビ
ン
本
館
１
・
２

階
、
ボ
イ
ラ
ー
１
階
の

電
気
・
機
械
設
備
等
の

主
要
設
備
が
損
傷
す
る

な
ど
、
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
。

　
発
電
復
旧
に
業
界
関

連
の
製
造
業
者
や
協
力

会
社
等
の
関
係
者
、
電

力
マ
ン
の
力
を
結
集

し
、
作
業
員
の
数
は
、

１
日
最
大
約
４
，
６
０

０
人
、
延
べ
約
１
２
０

万
人
も
の
マ
ン
パ
ワ
ー

を
投
入
し
、
復
旧
作
業

に
力
を
注
い
だ
結
果
、

当
初
予
定
で
は
、
平
成

25
年
夏
前
と
し
て
い
た

復
旧
が
、
２
号
機
は
平

成
24
年
11
月
、
１
号
機

が
25
年
１
月
と
大
幅
な

工
期
の
短
縮
を
実
現

し
、
１
号
機
は
25
年
４

月
、
２
号
機
は
25
年
３

月
に
そ
れ
ぞ
れ
営
業
運

転
を
再
開
し
た
。

　
ま
た
、
同
火
力
発
電

所
敷
地
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
原
町
太
陽
光
発

電
所
は
、
出
力
が
一
般

家
庭
約
３
０
０
世
帯
分

の
年
間
消
費
電
力
量
に

相
当
す
る
１
０
５
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
能

力
を
持
っ
て
い
る
。

　
環
境
へ
の
配
慮
に
大

き
な
効
果
を
も
た
ら

し
、
年
間
約
６
２
０
ト

ン
も
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
効
果
を
あ
げ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　

ま
た
、「
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
置
角

度
は
、
強
風
時
の
風
圧

荷
重
に
対
す
る
架
台
の

強
度
や
発
電
時
に
隣
接

す
る
太
陽
電
池
ア
レ
イ

の
影
の
影
響
を
受
け
な

い
配
置
間
隔
な
ど
を
総

合
的
に
考
慮
し
、
最
適

10
度
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。」
と
の
こ
と
。

　
メ
イ
ン
の
火
力
発
電

所
は
、「
発
電
所
復
旧

時
の
津
波
対
策
と
し
て

軽
油
タ
ン
ク
を
高
台

に
、
ま
た
、
事
務
室
を

被
災
し
た
３
階
か
ら
５

階
へ
移
設
し
た
。
コ
ス

ト
削
減
対
策
と
し
て
揚

炭
機
の
台
数
を
４
台
か

ら
３
台
に
削
減
。
石
膏

組
合
研
修
事
業

被災直後 復　旧　後復旧の推移

南相馬市にある原町火力発電所の全景

事務所

灰処理装置付近

揚炭機

津波到達地点を外壁に表示 津波到達18ｍ

発　　行　　者

岩手県電気工事業工業組合

盛岡市下太田榊48番地44

3 2 5 5

隔月１回  25 日 発行

編集発行人  平野喜嗣

印　　刷　　所
日
刊岩手建設工業新聞社

発　行　者
岩手県電気工事業工業組合
盛岡市下太田榊48番地44
電 話　656－3255
隔月１回25日発行
編集発行人　平野喜嗣

印　刷　所
日刊　岩手建設工業新聞社

くらしに明るい未来を創造する

本社 / 宮城県岩沼市押分字南谷地 86-5
TEL:0223-25-6701 FAX:0223-23-7401

盛岡営業所・花巻営業所・水沢営業所・大船渡営業所

【取扱商品】
電気設備資材　ＬＥＤ照明器具　住宅設備 / 建材　空調設備機器

太陽光発電システム　省エネ設備　機器通信設備機器　防犯設備機器

本　　　 社 ／ 盛岡市高松２丁目１５－６ TEL (019) 662－1411
北上営業所 ／ 北上市九年橋３丁目７－６７ TEL (0197) 65－2211
一関営業所 ／ 一関市赤荻字桜町１４１－１ TEL (0191) 25－4390
大槌出張所 ／ 上閉伊郡大槌町吉里々々第８地割２９－１ TEL (019) 662－1411

太陽光発電システム・オール電化商品・省エネルギー
・セキュリティシステム等
快適住環境設備商品をご提案、お届けしてまいります。

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力１０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
岩手県支部／ 北上市上江釣子２地割５番地　TEL 0197-77-2546　FAX 0197-77-2527
連　絡　所／ 盛 岡 市☎ 019-687-1762 奥州市☎ 0197-25-4683 一関市☎ 0191-21-1084
 大船渡市☎ 0192-27-1855 釜石市☎ 0193-23-1460 宮古市☎ 0193-67-2138
 久 慈 市☎ 0194-55-3045 二戸市☎ 0195-25-5805 花巻市☎ 0198-45-3304
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支部
トピックス

一関支部

　
一
関
支
部
内
に
は
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

中
尊
寺
、
毛
越
寺
が
あ

り
ま
す
。
両
寺
と
も
天

台
宗
の
お
寺
で
中
尊
寺

は
天
台
宗
東
北
大
本
山

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
両
山
は

寺
伝
に
よ
れ
ば
嘉
祥
３

年
（
８
５
０
年
）
天
台

宗
第
三
代
座
主
慈
覚
大

師
円
仁
が
開
山
し
た
と

さ
れ
ま
す
。

　
円
仁
が
開
山
し
た
り

再
興
し
た
り
し
た
と
伝

わ
る
寺
は
東
北
に
３
３

１
寺
余
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
う
ち
江
戸
時
代
の

俳
人
松
尾
芭
蕉
が
「
奥

の
細
道
」
で
訪
れ
た
中

尊
寺
、
毛
越
寺
、
宮
城

県
松
島
の
瑞
巌
寺
、
山

形
県
山
形
市
の
立
石
寺

（
山
寺
）
の
四
山
が
連

携
し
て
２
０
０
３
年
に

「
み
ち
の
く
古
寺
巡
礼

四
寺
廻
廊
」
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
最
初
に
お

参
り
し
た
お
寺
で
四
寺

廻
廊
専
用
の
御
朱
印
帳

を
頂
き
、
四
寺
廻
廊
巡

り
を
始
め
ま
す
。
専
用

御
朱
印
帳
の
ほ
か
に
四

寺
廻
廊
巡
拝
輪
袈
裟
も

購
入
出
来
ま
す
。
全
部

の
お
寺
を
巡
り
す
べ
て

の
御
朱
印
を
集
め
て
結

願
す
る
と
、
最
後
の
お

寺
の
住
職
の
色
紙
が
頂

け
ま
す
。
四
寺
廻
廊
を

違
っ
た
コ
ー
ス
で
４
回

巡
っ
て
す
べ
て
の
お
寺

の
色
紙
を
頂
け
ま
す
。

　
一
関
で
中
尊
寺
、
毛

越
寺
の
い
っ
ぺ
ん
に
二

つ
の
御
朱
印
を
頂
け
ま

す
の
で
四
寺
廻
廊
を
始

め
る
に
は
都
合
が
良
い

で
す
。
そ
の
後
時
間
を

か
け
て
暇
を
見
つ
け
な

が
ら
日
本
三
景
の
松
島

瑞
巌
寺
、
レ
ト
ロ
な
佇

ま
い
が
人
気
の
銀
山
温

泉
か
ら
の
山
形
立
石
寺

を
新
緑
や
紅
葉
、
雪
景

色
の
美
し
い
季
節
を
選

ん
で
旅
を
企
画
し
、
巡

っ
て
い
く
の
は
楽
し
い

も
の
で
す
。

　
一
関
に
お
い
で
の
際

は
是
非
四
寺
廻
廊
、
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
次
回
は
水
沢
支
部
）

（
一
面
よ
り
つ
づ
く
）

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
・
船

積
設
備
を
廃
止
し
た
ほ

か
、
重
油
タ
ン
ク
、
揚

油
設
備
廃
止
。
脱
塩
水

タ
ン
ク
を
４
基
か
ら
２

基
に
削
減
す
る
等
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
。」
ま
た
、

「
石
炭
は
、
世
界
中
に

広
く
分
布
し
、
か
つ
そ

の
埋
蔵
量
は
豊
富
で
あ

る
こ
と
か
ら
供
給
に
安

定
性
が
あ
り
、
化
石
燃

料
（
石
油
・
石
炭
・
天

然
ガ
ス
）
の
中
で
最
も

経
済
的
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
環
環

面
で
も
大
気
汚
染
窒
素

酸
化
物
対
策
と
し
て
、

排
煙
脱
硝
装
置
に
よ
り

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

の
低
減
化
を
図
っ
て
い

る
の
を
は
じ
め
設
備
排

水
の
面
等
、
環
境
対
策

に
大
切
な
自
然
を
守
り

育
て
て
い
く
た
め
に
、

様
々
な
配
慮
を
施
し
て

い
る
。」
と
の
説
明
に
、

参
加
者
は
し
き
り
に
感

心
し
な
が
ら
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

　
翌
日
は
、
朝
８
時
30

分
に
宿
を
出
発
、
10
時

前
に
目
的
地
で
あ
る
新

装
な
っ
た
仙
台
う
み
の

杜
水
族
館
に
到
着
、
東

北
最
大
級
の
う
み
の
杜

ス
タ
ジ
ア
ム「
イ
ル
カ・

ア
シ
カ
シ
ョ
ー
」
を
鑑

賞
し
た
後
は
、
館
内
の

広
い
海
中
の
世
界
を
自

由
に
楽
し
み
、
充
実
し

た
一
泊
二
日
の
研
修
旅

行
を
体
験
し
た
。

　
発
電
所
の
説
明
に
当

た
っ
た
、
職
員
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
組
合
青
年
部
の
第
25

回
通
常
総
会
が
６
月
３

日
㈮
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
盛
岡
本
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
震
災
後

の
被
災
地
の
状
況
を
伝

え
る
広
島
県
工
組
青
年

部
研
修
会
へ
の
参
加
や

第
２
回
電
気
工
事
技
能

競
技
全
国
大
会
視
察
研

修
、
全
国
青
年
部
会
員

大
会
へ
の
参
加
等
を
盛

り
込
ん
だ
28
年
度
事
業

計
画
が
決
定
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
懇

親
会
が
開
催
。
新
入
会

員
の
紹
介
な
ど
も
行
わ

れ
、
会
員
相
互
の
交
流

を
深
め
た
。

　

本
県
組
合
青
年
部

は
、
去
る
６
月
25
日
㈯

広
島
県
電
気
工
事
業
工

業
組
合
か
ら
の
講
演
依

頼
を
受
け
、
尾
道
市
で

開
催
さ
れ
た
青
年
部
研

修
会
・
交
流
会
に
お
い

て
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
状
況
・
そ
の
後
の

復
旧
状
況
そ
し
て
災
害

対
策
等
に
つ
い
て
小
笠

原
青
年
部
長
、
佐
々
木

康
樹
副
部
長
、
沼
崎
昭

仁
顧
問
の
３
名
が
出

席
。
震
災
復
興
の
苦
労

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

被
災
し
た
際
の
避
難
の

心
構
え
、
災
害
時
の
行

動
、
復
旧
時
の
対
応
な

ど
も
含
め
、被
災
（
者
）

事
業
者
と
し
て
の
立
場

か
ら
当
時
の
貴
重
な
映

像
を
駆
使
し
な
が
ら
講

演
を
行
っ
た
。

　
広
島
県
工
組
青
年
部

の
皆
さ
ん
の
真
剣
な
表

情
で
聴
き

入
っ
て
い

た
姿
が
印

象
的
で
あ

っ
た
。

　
千
キ
ロ

以
上
も
離

れ
た
地
域

に
貴
重
な

価
値
あ
る

震
災
情
報

を
伝
え
た

意
義
は
大

き
い
も
の

が
あ
る
。

岩手県電気工事業工業組合青年部

第25回通常総会開催
28年度事業計画決定

　
　
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
講
演

広
島
県
工
組
青
年
部
研
修
会
に
参
加
　

組
　
合

青
年
部

施設概要の説明を受ける研修参加者

太陽電池モジュールの設置角度について説明

太陽光発電所の特徴を説明

沼
崎
顧
問

佐
々
木
副
部
長

挨拶を述べる小笠原青年部長

新入会員の左から北田大祐氏、八重樫光
氏、谷上健太氏が紹介

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10 TEL 019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター TEL 019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・八戸・青森・秋田・仙台・石巻

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品
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今
年
で
９
回
目
を
迎

え
る
県
内
工
業
系
高
校

等
に
対
す
る
支
援
事
業

は
、
今
回
も
組
合
と
電

業
協
会
の
共
同
事
業
と

し
て
７
月
４
日
か
ら
順

次
、
各
支
部
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
次
世

代
を
担
う
優
秀
な
電
気

工
事
技
術
者
・
技
能
者

の
育
成
と
銅
資
源
の
有

「
現
場
が
変
わ
る
！
経
営
が
変
わ
る
！
」

 

岩
手
電
業
協
会
と
の

共
同
事
業
で
あ
る
「
Ｉ

Ｔ
フ
ェ
ア
２
０
１
６
in

岩
手
」
が
、
本
年
度
協

会
が
担
当
と
な
り
７
月

２
日
㈯
午
前
10
時
〜
矢

巾
町
流
通
セ
ン
タ
ー
内

盛
岡
地
区
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
現
場
が
変
わ
る
！
経

営
が
変
わ
る
！
」
を

テ
ー
マ
に
発
注
者
側

の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
対
応

を
図
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
会

員
企
業
の
業
務
効
率
化

を
目
的
に
開
催
さ
れ
今

回
が
８
回
目
。
同
フ
ェ

ア
で
は
、
基
調
講
演
に

先
立
ち
電
気
工
事
組
合

の
平
野
理
事
長
が
挨

拶
。
そ
の
後
、
エ
ナ
ジ

ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

㈱
森
上
社
長
が
、
実
際

の
映
像
で
ド
ロ
ー
ン
活

用
に
よ
る
Ｉ
Ｒ
検
査
の

効
果
等
を
講
演
し
た
ほ

か
、
出
展
メ
ー
カ
ー
12

社
に
よ
る
最
新
の
Ｉ
Ｔ

技
術
を
駆
使
し
た
製
品

紹
介
、
セ
ミ
ナ
ー
や
展

示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
設
け
ら
れ
た
。

　
本
年
度
の
特
徴
と
し

て
参
加
者
の
要
望
に
応

え
、
同
じ
内
容
の
セ
ミ

ナ
ー
を
午
前
と
午
後
そ

れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
実

施
。

　
い
か
に
し
て
事
務
の

効
率
的
処
理
に
対
応
す

る
か
な
ど
最
近
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ

れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
積

算
、
原
価
管
理
、
設
備

Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
業
務
効
率

化
に
向
け
た
製
品
に
加

え
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
や
運
用
、

ウ
ェ
ラ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
生
産
性
向
上

な
ど
に
つ
な
が
る
製
品

の
紹
介
、
セ
ミ
ナ
ー
の

展
示
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
抽
選
で
カ
メ
ラ
付

き
ド
ロ
ー
ン
な
ど
豪
華

な
景
品
が
当
た
る
大
抽

選
会
も
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
盛
り
上
り

を
見
せ
た
。

〈宮古支部〉７月４日㈪
宮古工業高校へ

県内工業系高等学校等へ
電線寄贈、本年度も実施

〈大船渡支部〉７月14日㈭
大船渡東高校へ

〈一関支部〉７月８日㈮
一関工業高校へ

〈水沢支部〉〈奥州支部〉７月19日㈫
水沢工業高校へ

〈久慈支部〉〈二戸支部〉７月４日㈪
福岡工業高校へ

〈遠野支部〉〈釜石支部〉７月８日㈮
釜石商工高校へ

〈一関支部〉７月８日㈮
千厩高校へ

〈水沢支部〉〈奥州支部〉７月11日㈪
産業技術短期大学校水沢校へ

〈花巻支部〉〈北上支部〉７月11日㈪
黒沢尻工業高校へ

〈盛岡支部〉７月４日㈪
盛岡工業高校へ

効
活
用
を
目
的
に
毎
年

こ
の
時
期
に
実
施
し
て

い
る
も
の
。

　

活
動
は
、
県
内
11

支
部
に
お
い
て
、
現
場

で
余
っ
た
電
線
や
配
線

器
具
等
を
回
収
し
、
地

元
の
高
校
等
に
寄
贈
し

生
徒
ら
の
資
格
取
得
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
す
る
と
と
も
に
実
習

等
に
役
立
て
ら
れ
て
い

る
。

Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
２
０
１
６
in
岩
手

あいさつする
平野理事長

講演に聴き入る参加者

ＩＴ技術の説明を受ける参加者
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組
合
と
の
共
同
事
業

と
し
て
、
毎
年
行
っ
て

い
る
「
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
in 

岩
手
」
を
共
催
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
全
国
設

備
業
Ｉ
Ｔ
推
進
会
の
第

11
回
定
時
総
会
が
、
６

月
８
日
、
御
茶
ノ
水
ソ

ラ
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
。
総
会
の
第
１
部

で
は
、
設
立
10
年
の
節

目
を
迎
え
た
昨
年
度
の

事
業
報
告
並
び
に
決
算

報
告
の
後
、
今
年
度
の

事
業
計
画
案
並
び
に
予

算
案
を
含
む
計
５
議
案

が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。
特
に
も
今
年
度

全国設備業
ＩＴ推進会
第11回

定時総会開催

は
、
会
の
地
位
向
上
と

今
後
の
さ
ら
な
る
活
動

範
囲
の
拡
大
を
目
的
と

し
た
、
一
般
社
団
法
人

へ
の
改
組
、
認
定
に
向

け
取
り
組
む
と
し
て
お

　
国
土
交
通
省
東
北
地

方
整
備
局
に
よ
る
出
前

講
座
と
し
て
の
積
算
講

習
会
が
、
７
月
６
日
、

盛
岡
市
松
尾
町
の
建
設

研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
当

協
会
会
員
企
業
の
積
算

担
当
者
31
名
の
参
加
で

行
わ
れ
た
。
こ
の
講
習

会
は
、
震
災
以
降
続
い

て
い
る
人
手
お
よ
び
資

材
の
不
足
に
よ
る
入
札

の
不
調
・
不
落
へ
の
国

交
省
の
対
応
や
平
成
26

年
６
月
に
施
行
さ
れ
た

改
正
品
確
法
等
に
基
づ

き
変
更
さ
れ
て
い
る
積

算
方
法
の
最
新
情
報
を

学
ぶ
こ
と
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　
講
習
会
は
２
部
構
成

で
行
わ
れ
、
第
１
部
で

は
、「
営
繕
工
事
の
積

算
に
つ
い
て
」と
題
し
、

国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
営
繕
部　
高
原

設
備
技
術
対
策
官
と
同

整
備
課　
木
村
設
備
技

術
係
長
が
、「
営
繕
積

算
方
式
」
活
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
や
公
共

建
築
工
事
の
円
滑
な
施

工
確
保
の
た
め
の
各
種

取
り
組
み
に
つ
い
て
、

お
よ
び
設
計
変
更
時
の

留
意
点
等
に
つ
い
て
講

義
さ
れ
た
。第
２
部
は
、

「
電
気
通
信
設
備
工
事

の
積
算
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
営
繕
積
算
方
式

と
は
異
な
る
積
算
方
法

を
採
用
し
て
い
る
電
気

通
信
設
備
工
事
に
つ
い

て
、
国
土
交
通
省
東
北

地
方
整
備
局
企
画
部
松

浦
情
報
通
信
技
術
調
整

官
と
同
情
報
通
信
技
術

課
斎
藤
課
長
補
佐
に
よ

り
、
今
年
度
の
入
札
契

約
制
度
と
総
合
評
価
の

評
価
基
準
に
つ
い
て
と

電
気
通
信
設
備
工
事
に

お
け
る
積
算
の
概
要
に

つ
い
て
講
義
さ
れ
た
。

り
、
今
後
益
々
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。
総
会

の
第
２
部
で
は
、
犬
養

会
長
の
挨
拶
の
後
、
橋

本
副
幹
事
長
か
ら
設
立

11
年
目
の
決
意
が
述
べ

ら
れ
た
。
そ
の
後
４
件

の
組
合
活
動
へ
の
Ｉ
Ｔ

活
用
事
例
発
表
と
、「
急

速
に
進
化
す
る
デ
ジ
タ

ル
社
会
を
ど
う
生
き
抜

く
か
」
と
題
し
て
、
ナ

カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
株
式

会
社
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

室
長
の
久
保
博
尚
氏
の

基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
。

設立11年目の意気込みについて語る犬養会長

　
積
算
講
習
会
開
催

　
　
　
国
交
省
か
ら
講
師
招
き
31
名
受
講

　
　
　
積
算
方
法
の
最
新
情
報
学
ぶ

積算担当者の説明を受ける参加者

　
１
級
電
気
工
事
施
工

管
理
技
士
受
験
準
備
講

習
会
（
実
地
）
が
９
月

23
日
㈮
〜
25
日
㈰
の
３

日
間
、
盛
岡
市
松
尾
町

建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
今

後
ま
す
ま
す
有
資
格
者

の
配
置
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
電
気
工
事

を
適
正
・
円
滑
に
行
う

た
め
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
。

　
講
師
は
、
電
気
工
事

業
関
係
人
材
育
成
に
携

わ
っ
て
い
る
仙
台
市
の

鷲
目
智
春
氏
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

県
電
業
協
会
ま
で
。

１
級
電
気
工
事
施

工
管
理
技
士
受
験

準
備
講
習
会
（
実

地
）
開
催

お
知
ら
せ

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市志家町13－25
 電話（019）652－2291㈹

　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・水沢・一関・花北

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング

・高圧・低圧絶縁監視システムによ
る電気設備の24時間監視　　      

・一般用電気設備の定期調査業務と
受託検査業務

・電気使用安全の広報業務、技術業
務等

・デマンドweb 閲覧サービスによ
る最大電力、電力使用量の監視

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする

三菱電機住環境システムズ株式会社

東北支社　統括営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11

TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

これからの暮らしに、
本当に必要なものってなんだろう。
―これからの豊かさや幸せのために、
　私たちが、はじめたこと。
　それは、あらためて「暮らしの本質」を
　見つめなおすこと。
　〝省エネ化〟「省資源化」という社会全体の
　課題を解決しながら、
　ひとりひとりの「暮らしのクオリティ」を高めていくこと。
　そのための、新しいものづくりをはじめること。

　時代が効率を求めても、
　社会が複雑に変わっても、
　暮らしに大切なものはそう変わらない。
　誰もが使いやすい「人」発想の設計で、
　かしこくムダのないエコテクノロジーで、
　私たちは、人と社会、地域をつないで、
　これまでにない暮らしのよろこびを
　お届けしていきます。

　きょうをもっと豊かなものに、
　あしたをもっと待ち遠しいものに、
　変えていくために。

ISO9001：2000　認証取得（本社・工場・仙台支店）

古川電気工業株式会社
本社 ･ 工場 ： 〒983-0034　仙台市宮城野区扇町二丁目１番10号
  TEL 022-236-6031㈹　FAX 022-236-7030
北日本支店 : 〒020-0816　盛岡市中野一丁目17-7
  TEL 019-623-6421㈹　FAX 019-624-1536
支店･営業所 ： 仙台・郡山・東京・横浜・システム事業部・栃木
   川崎・大阪・名古屋・札幌
  URL：http://www.furukawa-denki.com 

「人間の暮らしを豊かにする」をテーマに人々の暮らしに
役立ち社会に貢献し信頼を得て発展する企業を目指します。

＝受配電盤 /制御システム /Lon Works Ⓡ＝《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒 020-0816　盛岡市中野２丁目 15－ 1
TEL（019）652-4141 ㈹　FAX（019）623-5248

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
盛岡営業所 〒020-0816 盛岡市中野２丁目 15－ 1
  TEL（019）652－ 4141
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1－ 5
  TEL（0193）23－ 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711


